
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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養護、人権の重要性を理解したうえで、一人一人の子どもの尊厳を守る対応につ

いて、職員間で検証し、話し合いを持ち、振り返りを実施してきた。継続して取り

組み、保育の質の向上に繋げていきたい。主体的、対話的で深い学びのためにプロ

ジェクト保育を実践しているが、継続して実施する中で保育士各々に迷いが見られ

た。課題として日々学び、互いに質の高い、良い方向へ導くチーム作り、関係性

（信頼感・安心感・自尊感情・他者承認）を大切に、園児へのより質の高い援助力

を園全体で盛上げ、努め日々研鑽をしていきたい。  

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

健全な職場環境の確

立 

ワークライフバランスを意識した職場環境づくりに努めると共

に、セクハラ、パワハラのない職場づくりの推進 

個々の業務内容を月１回の会議にて把握し 1 日 1 時間の事務時

間を有効に使えるよう計画する（年１２回） 

自己決定の選択の尊

重 

子どもや高齢者・障害者にとって選択できる環境や選択肢が提

示されるなど「自己決定」が尊重される仕組みや環境づくりの

実践及び検証・報告 

日々の活動の記録を検証し月 1 回自ら振り返りを行うとともに

職員間で意見を交わしながら、検証・改善を行う（年 12 回） 

保護者のニーズの把

握・理解 

保護者や家族の声を聞き満足度を把握し、職員参加の下、保

育・介護・障害福祉サービス改善の取り組みを推進 

直接見てもらう機会を作り発信していく（年 2 回）日々のコミ

ュニケーションを持ち、相談にすぐに対応していく（その都

度） 

 


